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　日
枝
神
社（
相
之
川
1
の
2
の
19
）

祭
神
▼
大
山
咋
神

ご
利
益
▼
厄
よ
け
、開
運
、安
産
、育
児
、

学
業
成
就
、交
通
安
全
、工
場
安
全

　
万
治
2
年
に
相
之
川
の
里
の
鎮
守
と
し

て
創
建
さ
れ
、宝
暦
7
年
の
再
建
を
経
て
、

明
治
6
年
に
改
築
。

　国
府
台
天
満
宮（
国
府
台
3
の
11
の
９
）

祭
神
▼
菅
原
道
真

ご
利
益
▼
学
業
成
就
、受
験
合
格

　
文
明
11
年
に
太
田
道
灌
持
資
が
鎮
守
と

し
て
建
立
。か
つ
て
は
法
皇
塚
古
墳
に
あ
っ

た
が
、明
治
8
年
の
大
学
建
設
に
伴
い
現

在
地
に
移
転
。

　伊
弉
諾
神
社（
堀
之
内
４
の
26
）

祭
神
▼
伊
弉
諾
命

ご
利
益
▼
良
縁
、夫
婦
円
満

　
か
つ
て
は
権
現
さ
ま
と
呼
ば
れ
た
地
域

の
氏
神
で
あ
っ
た
が
、明
治
の
初
め
頃
の
神

仏
分
離
で
祭
神
が
伊
弉
諾
命
と
な
っ
て
改

名
。境
内
に
高
く
そ
び
え
る
ハ
リ
ギ
リ
は
県

内
最
大
級
で
、市
指
定
天
然
記
念
物
。

　愛
宕
神
社（
北
国
分
1
の
12
の
24
）

祭
神
▼
軻
遇
突
智
命

ご
利
益
▼
金
運
、招
福
、縁
結
び
、夫
婦

和
合
、防
火

　
参
道
の
入
口
の
左
右
に
、1
・
7
ｍ
ほ
ど

の
狭
い
間
隔
で
2
本
並
ぶ
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、

市
指
定
天
然
記
念
物
。樹
齢
3
5
0
年
前

後
と
考
え
ら
れ
、北
側
に
あ
る
樹
の
幹
の

西
側
部
分
に
、30
年
以
上
前
の
落
雷
で
え

ぐ
ら
れ
た
跡
が
あ
る
。

　総
寧
寺（
国
府
台
3
の
10
の
1
）

永
徳
３
年
創
建

　
曹
洞
宗
関
東
僧
録
寺
の
一つ
。境
内
に
、

下
総
国
関
宿
城
主
で
あ
っ
た
小
笠
原
政
信

と
妻
の
２
基
の
五
輪
塔「
小
笠
原
政
信
夫

妻
供
養
塔（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」が
あ

る
。五
輪
塔
と
し
て
は
、関
東
で
は
鎌
倉
の

忍
性
墓
に
次
ぐ
大
き
さ
。

　唱
行
寺（
柏
井
町
1
の
1
6
9
6
）

建
長
6
年
創
建

　
日
蓮
聖
人
を
信
仰
し
た
日
唱
が
開
い
た

と
い
わ
れ
、題
目
唱
行
に
太
鼓
を
用
い
た
こ

と
か
ら
太
鼓
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。本
尊
は
日
蓮
坐
像
で
、日
蓮
の
弟
子
の

日
法
が
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
格
的
な

「
木
彫
日
蓮
坐
像（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」

が
あ
る
。

　高
圓
寺（
宮
久
保
4
の
5
の
1
）

正
和
元
年
創
建

　
法
華
経
寺
2
世
の
日
高
上
人
が
開
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
。境
内
の
樹
齢
2
0
0
年
以

上
と
推
定
さ
れ
る
藤
は„
長
寿
藤
“と
呼
ば

れ
、花
穂
が
１
m
以
上
に
も
な
っ
て
壮
観
。

　お正月の恒例行事となっている初詣。市内には、江戸時代に「行
徳千軒、寺百軒」といわれれた行徳を中心に、由緒あるお寺や神
社がたくさんあり、さまざまな霊験が伝えられています。新しい年
の願い事とご利益がぴったり合うお寺や神社を探しながら、私た
ちの街の歴史散策を楽しんでみてはいかがでしょう。

　駒
形
大
神
社（
大
野
町
4
の
2
7
5
7
）

祭
神
▼
経
津
主
命
、平
将
門
合
祀

ご
利
益
▼
出
世
、開
運
招
福
、諸
災
厄

除
け
、延
命
長
寿
、夫
婦
和
合
、安
産
、

交
通
安
全
な
ど

　
社
殿
の
裏
に
、怒
り
の
表
情
が
強
い
ほ
ど

人
を
救
う
力
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
馬

頭
観
音
が
32
基
あ
り
、一
番
大
き
い
も
の
が

最
も
古
く
、文
政
３
年
造
立
。

ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

2

　浄
光
寺（
大
野
町
3
の
1
9
1
7
）

正
平
16
年
創
建

ご
利
益
▼
安
産

　
鎌
倉
時
代
の
仏
師
・
運
慶
が
、母
の
菩
提

を
弔
う
た
め
に
像
を
彫
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、誤

っ
て
乳
を
そ
ぎ
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

「
乳
な
し
二
王
像（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」

が
あ
る
。安
産
の
守
り
に
せ
よ
と
い
う
母
の
お

告
げ
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
そ
の
像
は
、乳
の

出
の
少
な
い
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
。

1

　妙
行
寺（
原
木
1
の
24
の
1
）

天
文
7
年
創
建

ご
利
益
▼
虫
封
じ

　
円
増
院
日
進
上
人
が
日
蓮
宗
布
教
の
た

め
に
開
い
た
。山
門
の
彫
刻
は
彫
刻
師
・
六

代
目
後
藤
直
光
に
よ
る
も
の
で
、宝
物
の

一
つ
に
日
法
上
人
作
の„
日
蓮
大
菩
薩
板
御

影
“が
あ
る
。

10

　手
児
奈
霊
神
堂（
真
間
4
の
5
の
21
）

寛
永
12
年
創
建

ご
利
益
▼
良
縁
成
就
、孝
子
受
胎
、無
事

安
産
、健
児
育
成

　
自
分
に
恋
い
こ
が
れ
る
多
く
の
男
性
が

争
う
の
に
心
を
痛
め
、真
間
の
入
り
江
に

身
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
手
児
奈
。万
葉
集
に

も
歌
わ
れ
た
そ
の
美
し
く
心
や
さ
し
い
娘

を
祭
る
た
め
、墓
の
跡
と
伝
え
ら
れ
る
辺
り

に
現
在
の
お
堂
を
建
立
。

16
　弘
法
寺（
真
間
4
の
9
の
1
）

天
平
9
年
創
建

ご
利
益
▼
福
再
来

　
行
基
菩
薩
が
求
法
寺
と
し
て
建
立
し
、約

1
0
0
年
後
に
弘
法
大
師
が
弘
法
寺
に
改

名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。明
治
21
年
の
火

災
で
焼
失
し
、現
在
の
諸
堂
は
改
修
さ
れ
た

も
の
。境
内
の
参
道
に
は
、約
3
千
本
の
桜

が
あ
り
、祖
師
堂
横
の
し
だ
れ
桜
は„
伏
姫

桜
“と
呼
ば
れ
る
樹
齢
4
0
0
年
の
大
樹
。

17

3

　お正月の恒例行事となっている初詣。市内には、江戸時代に「行
徳千軒、寺百軒」といわれれた行徳を中心に、由緒あるお寺や神徳千軒、寺百軒」といわれれた行徳を中心に、由緒あるお寺や神
社がたくさんあり、さまざまな霊験が伝えられています。新しい年
の願い事とご利益がぴったり合うお寺や神社を探しながら、私た
ちの街の歴史散策を楽しんでみてはいかがでしょう。

▲大きな目でしっかり監視

　子
安
神
社（
柏
井
町
3
の
6
5
4
）

祭
神
▼
木
花
咲
耶
姫
命

ご
利
益
▼
子
授
け
、安
産

　
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
庚
申

信
仰
に
か
か
わ
り
、江
戸
時
代
に
盛
ん
に
建

て
ら
れ
た
庚
申
塔
。碑
の
よ
う
に
板
状
の
も

の
が
多
い
な
か
、五
重
塔
を
か
た
ど
っ
た「
庚

申
五
層
塔（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、千
葉
県
内
で
は
唯
一
。

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

11

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

12

か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

14

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

25

　白
幡
天
神
社（
菅
野
1
の
15
の
2
）

祭
神
▼
武
内
宿
禰
、菅
原
道
真

ご
利
益
▼
学
問
、育
児
、縁
結
び
、殖
産

興
業
守
護
、開
運

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
8
0
0
年
以
上
、下
総

に
入
っ
た
源
頼
朝
が
、当
地
に
源
氏
の
旗
印

で
あ
る
白
旗
を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
伝
わ
る
。天
正
12
年
に
本
殿
再

建
の
記
録
が
あ
り
、現
在
の
本
殿
は
明
治
13

年
の
造
営
。勝
海
舟
揮
毫
の
社
額
や
、柴
田

是
真
画
連
句
額（
県
指
定
有
形
文
化
財
）が

あ
る
。

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

　葛
飾
八
幡
宮（
八
幡
4
の
2
の
1
）

祭
神
▼
誉
田
別
命
、息
長
帯
姫
命
、

玉
依
姫
命

ご
利
益
▼
家
運
隆
昌
、悪
病
災
難
除

け
、交
通
安
全
、縁
結
び
、子
宝
、安
産
、

子
育
て
守
護
、教
育
、成
功
勝
利

　
寛
平
年
間
、宇
多
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
建

立
。武
神
と
し
て
、源
頼
朝
、太
田
道
灌
、徳

川
家
康
な
ど
か
ら
崇
め
敬
わ
れ
、ま
た
、文

教
の
祖
神
、殖
産
興
業
、農
業
守
護
の
神
と

し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。境
内
の
イ
チ
ョ
ウ

は
樹
齢
1
2
0
0
年
以
上
の
巨
木
で
、国
の

天
然
記
念
物
。

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

　法
華
経
寺（
中
山
2
の
10
の
1
）

文
永
元
年
創
建

ご
利
益
▼
万
民
快
楽
、子
育
て
守
護
、

天
下
泰
平
、五
穀
豊
穣

　
鎌
倉
時
代
に
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
開
か

れ
、自
ら
が
彫
刻
開
眼
し
た
鬼
子
母
神
尊

像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。日
蓮
宗
五
大
本
山
の

一つ
と
い
わ
れ
る
名
高
い
寺
で
あ
り
、立
正
安

国
論
、法
華
堂
、四
足
門
、五
重
塔
、祖
師

堂
な
ど
計
８
件
も
の
国
宝
や
重
要
文
化
財

の
他
、多
数
の
文
化
財
が
あ
る
。

4

　泰
福
寺（
高
石
神
21
の
9
）

弘
安
2
年
創
建

　
天
台
宗
浅
草
寺
の
僧
で
あ
っ
た
日
寂
が
、

日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
開
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
。本
堂
手
前
の
左
側
に
、日
寂
の
た
め
に

法
華
経
寺
第
3
世
の
日
祐
上
人
が
自
ら
書

い
て
建
て
た
供
養
塔「
板
碑（
市
指
定
有
形

文
化
財
）」が
あ
る
。

8

　妙
好
寺（
妙
典
1
の
11
の
10
）

永
禄
8
年
創
建

　
戦
国
時
代
、千
葉
氏
一
族
の
篠
田
雅
楽

助
清
久
が
創
建
し
、中
山
法
華
経
寺
の
日

宣
上
人
を
迎
え
て
開
い
た
。木
造
切
妻
茅

葺
の
四
脚
門
で
、全
体
に
弁
柄
塗
が
施
さ

れ
て
い
る「
妙
好
寺
山
門（
市
指
定
有
形
文

化
財
）」が
、江
戸
中
期
の
特
色
を
示
し
て

い
る
。 

18

　国
分
寺（
国
分
3
の
20
の
1
）

天
平
13
年
創
建
の
下
総
国
分
寺
跡

　
政
治
や
社
会
の
不
安
を
取
り
除
こ
う
と

し
た
聖
武
天
皇
が
、「
国
分
寺
建
立
の
詔
」

を
発
し
た
こ
と
か
ら
建
立
さ
れ
た
宮
寺
で
、

僧
寺
と
尼
寺
が
あ
っ
た
。現
在
の
国
分
寺
の

境
内
は
僧
寺
の
中
心
に
あ
た
り
、金
堂
や

塔
、講
堂
の
跡
や
、当
時
の
礎
石
が
残
っ
て
い

る
。国
分
寺
の
本
尊
は
薬
師
如
来
。

15

　妙
応
寺（
本
行
徳
2
の
18
）

永
禄
2
年
創
建

日
忍
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
、境
内
に
は
七

福
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　法
伝
寺（
湊
7
の
1
）

天
文
22
年
創
建

　
観
竜
上
人
が
創
建
。法
然
上
人
が
開
い
た

浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺（
徳
川
家
の
菩
提

寺
）の
末
寺
で
、本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。

23
　善
照
寺（
湊
18
の
20
）

寛
永
2
年
創
建

　
覚
誉
潮
随
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
、本
尊

は
阿
彌
陀
如
来
。法
然
上
人
が
鏡
に
映
し

て
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
秘
仏
の
鑑
御
影

を
、年
に一
度
だ
け
１
月
17
日
に
公
開
。

24

13

　妙
覚
寺（
本
行
徳
15
の
20
）

天
正
14
年
創
建

　
日
通
上
人
が
開
い
た
。中
山
法
華
経
寺
の

末
寺
で
、本
尊
は
日
蓮
上
人
。房
総
で
唯
一

の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
が
あ
る
。

22

　徳
願
寺（
本
行
徳
5
の
22
）　

慶
長
15
年
創
建

　
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
あ
る
勝
願
寺
の
末
寺

で
普
光
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、徳
川
家
康

が
信
仰
し
た
こ
と
か
ら
、徳
川
の
徳
と
勝
願

寺
の
願
を
と
っ
て
慶
長
15
年
に„
徳
願
寺
“

と
改
名
。鎌
倉
時
代
の
初
め
、北
条
政
子
が

仏
師
・
運
慶
に
彫
ら
せ
た
と
さ
れ
る
本
尊
の

阿
弥
陀
如
来
像
は
、政
子
の
念
持
仏
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
山
門
」「
鐘
楼
」「
経
蔵
」は

市
指
定
有
形
文
化
財
。

19

　法
善
寺（
本
塩
1
の
25
）

慶
長
5
年
創
建

　
関
西
か
ら
行
徳
に
来
た
宗
玄
和
尚（
河

本
弥
左
衛
門
）が
開
い
た
。弥
左
衛
門
が
、

海
岸
や
荒
地
を
開
拓
し
て
塩
田
を
作
り
、

塩
焼
の
製
法
を
里
人
に
教
え
た
こ
と
か
ら
、

行
徳
塩
の
発
祥
地
と
し
て「
塩
場
寺（
し
ょ

ば
で
ら
）」と
も
呼
ば
れ
た
。本
堂
の
前
に

は
、寛
政
９
年
に
芭
蕉
の
百
回
忌
を
記
念

し
、行
徳
の
俳
人
・
戸
田
麦
丈
な
ど
が
建
て

た
句
碑
が
あ
る
。

21

56

9 7

　毎年1月17日に境内で
行われる災難よけの風習。
わらで作った2ｍの大蛇
4体にお神酒を飲ませて
魂入れをし、町の四隅に
ある木に結びつけて悪霊
や悪疫の侵入を遮断。

▲笑ったりしゃべったりする
と、行司が「不敬者！」と一喝

　毎年１月20日に社務所で行われ、２人が盃を持って
にらみ合い、笑うと2人と
も別に用意された大盃の
酒を飲み干さなければな
らないことから「にらめっこ
おびしゃ」とも呼ばれる。
他に「餅ぶつけ」も行わ
れ、餅に当たると今年は良
いことがあり、風邪をひか
ないともいわれている。

東山魁夷記念館は
3日土から開くよ！
（5日㊊は休み）

動
植
物
園
と
自
然
博

物
館
の
お
正
月
休
み

は
2
日
㊎
ま
で
！

三
番
瀬
の
ノ
リ
漁
は

真
っ
盛
り
！

美
味
し
い
か
ら
食
べ
て
ね

急
病
診
療
所
は
三
が

日
も
受
診
で
き
る
よ
。

詳
し
く
は
６
面
で
。

御奉謝（市指定無形民俗文化財）

お
お
や
ま
く
い
の
か
み

毘沙門天
七難即僕・
戦勝の神

●
国
分
寺（
国
分
3
の
20
の
1
）

●
浄
光
寺（
大
野
町
3
の
1
9
1
7
）

恵比寿天
商売繁盛・家内安全・
農業・漁業の神

●
所
願
寺（
宮
久
保
4
の
12
の
3
）

弁財天
芸術・芸能・
音楽・水の神

●
奥
之
院（
若
宮
2
の
21
の
1
）

大黒天
商売繁盛・

福徳円満・田の神

●
本
将
寺（
大
野
町
2
の
9
1
9
の
1
）

福禄寿
幸福・財産・
長寿の神

●
妙
正
寺（
北
方
町
4
の
2
1
2
2
）

寿老人
健康・長寿・
平和の神

布袋尊
家族安泰・平和・
商売繁盛の神

●
安
養
寺（
高
谷
2
の
16
の
35
）

　正解者のなかから抽選で、30人
に“こういちくんバンダナ”、100人に
“こういちくん付箋”を差し上げます。
　応募方法　はがきに答えと広報
いちかわの感想、氏名・年齢・郵便
番号・住所・電話番号を書き、1月
15日（木）必着で広報担当「お年
玉クイズ」係へ。

☆寺社の歴史には
諸説ありますので、年
号などは特定するも
のではありません。

「“丑”と書かれた赤いたこ」
をあげている“こういちくん”
は、地図内の点線で区切っ
たA～Gのどこの区域にい
るでしょう。

国府台辻切り（市指定無形民俗文化財）

お　び　しゃ

うし

20

広
報
い
ち
か
わ
案
内
役

こ
う
い
ち
く
ん

ふ　せん
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　日
枝
神
社（
相
之
川
1
の
2
の
19
）

祭
神
▼
大
山
咋
神

ご
利
益
▼
厄
よ
け
、開
運
、安
産
、育
児
、

学
業
成
就
、交
通
安
全
、工
場
安
全

　
万
治
2
年
に
相
之
川
の
里
の
鎮
守
と
し

て
創
建
さ
れ
、宝
暦
7
年
の
再
建
を
経
て
、

明
治
6
年
に
改
築
。

　国
府
台
天
満
宮（
国
府
台
3
の
11
の
９
）

祭
神
▼
菅
原
道
真

ご
利
益
▼
学
業
成
就
、受
験
合
格

　
文
明
11
年
に
太
田
道
灌
持
資
が
鎮
守
と

し
て
建
立
。か
つ
て
は
法
皇
塚
古
墳
に
あ
っ

た
が
、明
治
8
年
の
大
学
建
設
に
伴
い
現

在
地
に
移
転
。

　伊
弉
諾
神
社（
堀
之
内
４
の
26
）

祭
神
▼
伊
弉
諾
命

ご
利
益
▼
良
縁
、夫
婦
円
満

　
か
つ
て
は
権
現
さ
ま
と
呼
ば
れ
た
地
域

の
氏
神
で
あ
っ
た
が
、明
治
の
初
め
頃
の
神

仏
分
離
で
祭
神
が
伊
弉
諾
命
と
な
っ
て
改

名
。境
内
に
高
く
そ
び
え
る
ハ
リ
ギ
リ
は
県

内
最
大
級
で
、市
指
定
天
然
記
念
物
。

　愛
宕
神
社（
北
国
分
1
の
12
の
24
）

祭
神
▼
軻
遇
突
智
命

ご
利
益
▼
金
運
、招
福
、縁
結
び
、夫
婦

和
合
、防
火

　
参
道
の
入
口
の
左
右
に
、1
・
7
ｍ
ほ
ど

の
狭
い
間
隔
で
2
本
並
ぶ
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、

市
指
定
天
然
記
念
物
。樹
齢
3
5
0
年
前

後
と
考
え
ら
れ
、北
側
に
あ
る
樹
の
幹
の

西
側
部
分
に
、30
年
以
上
前
の
落
雷
で
え

ぐ
ら
れ
た
跡
が
あ
る
。

　総
寧
寺（
国
府
台
3
の
10
の
1
）

永
徳
３
年
創
建

　
曹
洞
宗
関
東
僧
録
寺
の
一つ
。境
内
に
、

下
総
国
関
宿
城
主
で
あ
っ
た
小
笠
原
政
信

と
妻
の
２
基
の
五
輪
塔「
小
笠
原
政
信
夫

妻
供
養
塔（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」が
あ

る
。五
輪
塔
と
し
て
は
、関
東
で
は
鎌
倉
の

忍
性
墓
に
次
ぐ
大
き
さ
。

　唱
行
寺（
柏
井
町
1
の
1
6
9
6
）

建
長
6
年
創
建

　
日
蓮
聖
人
を
信
仰
し
た
日
唱
が
開
い
た

と
い
わ
れ
、題
目
唱
行
に
太
鼓
を
用
い
た
こ

と
か
ら
太
鼓
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。本
尊
は
日
蓮
坐
像
で
、日
蓮
の
弟
子
の

日
法
が
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
本
格
的
な

「
木
彫
日
蓮
坐
像（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」

が
あ
る
。

　高
圓
寺（
宮
久
保
4
の
5
の
1
）

正
和
元
年
創
建

　
法
華
経
寺
2
世
の
日
高
上
人
が
開
い
た

と
伝
え
ら
れ
る
。境
内
の
樹
齢
2
0
0
年
以

上
と
推
定
さ
れ
る
藤
は„
長
寿
藤
“と
呼
ば

れ
、花
穂
が
１
m
以
上
に
も
な
っ
て
壮
観
。

　お正月の恒例行事となっている初詣。市内には、江戸時代に「行
徳千軒、寺百軒」といわれれた行徳を中心に、由緒あるお寺や神
社がたくさんあり、さまざまな霊験が伝えられています。新しい年
の願い事とご利益がぴったり合うお寺や神社を探しながら、私た
ちの街の歴史散策を楽しんでみてはいかがでしょう。

　駒
形
大
神
社（
大
野
町
4
の
2
7
5
7
）

祭
神
▼
経
津
主
命
、平
将
門
合
祀

ご
利
益
▼
出
世
、開
運
招
福
、諸
災
厄

除
け
、延
命
長
寿
、夫
婦
和
合
、安
産
、

交
通
安
全
な
ど

　
社
殿
の
裏
に
、怒
り
の
表
情
が
強
い
ほ
ど

人
を
救
う
力
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
馬

頭
観
音
が
32
基
あ
り
、一
番
大
き
い
も
の
が

最
も
古
く
、文
政
３
年
造
立
。

ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

2

　浄
光
寺（
大
野
町
3
の
1
9
1
7
）

正
平
16
年
創
建

ご
利
益
▼
安
産

　
鎌
倉
時
代
の
仏
師
・
運
慶
が
、母
の
菩
提

を
弔
う
た
め
に
像
を
彫
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、誤

っ
て
乳
を
そ
ぎ
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

「
乳
な
し
二
王
像（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」

が
あ
る
。安
産
の
守
り
に
せ
よ
と
い
う
母
の
お

告
げ
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
た
そ
の
像
は
、乳
の

出
の
少
な
い
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
。

1

　妙
行
寺（
原
木
1
の
24
の
1
）

天
文
7
年
創
建

ご
利
益
▼
虫
封
じ

　
円
増
院
日
進
上
人
が
日
蓮
宗
布
教
の
た

め
に
開
い
た
。山
門
の
彫
刻
は
彫
刻
師
・
六

代
目
後
藤
直
光
に
よ
る
も
の
で
、宝
物
の

一
つ
に
日
法
上
人
作
の„
日
蓮
大
菩
薩
板
御

影
“が
あ
る
。

10

　手
児
奈
霊
神
堂（
真
間
4
の
5
の
21
）

寛
永
12
年
創
建

ご
利
益
▼
良
縁
成
就
、孝
子
受
胎
、無
事

安
産
、健
児
育
成

　
自
分
に
恋
い
こ
が
れ
る
多
く
の
男
性
が

争
う
の
に
心
を
痛
め
、真
間
の
入
り
江
に

身
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
手
児
奈
。万
葉
集
に

も
歌
わ
れ
た
そ
の
美
し
く
心
や
さ
し
い
娘

を
祭
る
た
め
、墓
の
跡
と
伝
え
ら
れ
る
辺
り

に
現
在
の
お
堂
を
建
立
。

16
　弘
法
寺（
真
間
4
の
9
の
1
）

天
平
9
年
創
建

ご
利
益
▼
福
再
来

　
行
基
菩
薩
が
求
法
寺
と
し
て
建
立
し
、約

1
0
0
年
後
に
弘
法
大
師
が
弘
法
寺
に
改

名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。明
治
21
年
の
火

災
で
焼
失
し
、現
在
の
諸
堂
は
改
修
さ
れ
た

も
の
。境
内
の
参
道
に
は
、約
3
千
本
の
桜

が
あ
り
、祖
師
堂
横
の
し
だ
れ
桜
は„
伏
姫

桜
“と
呼
ば
れ
る
樹
齢
4
0
0
年
の
大
樹
。

17

3

▲大きな目でしっかり監視

　子
安
神
社（
柏
井
町
3
の
6
5
4
）

祭
神
▼
木
花
咲
耶
姫
命

ご
利
益
▼
子
授
け
、安
産

　
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
庚
申

信
仰
に
か
か
わ
り
、江
戸
時
代
に
盛
ん
に
建

て
ら
れ
た
庚
申
塔
。碑
の
よ
う
に
板
状
の
も

の
が
多
い
な
か
、五
重
塔
を
か
た
ど
っ
た「
庚

申
五
層
塔（
市
指
定
有
形
文
化
財
）」は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、千
葉
県
内
で
は
唯
一
。

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

11

い
ざ
な
み
の
み
こ
と

12

か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

14

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

25

　白
幡
天
神
社（
菅
野
1
の
15
の
2
）

祭
神
▼
武
内
宿
禰
、菅
原
道
真

ご
利
益
▼
学
問
、育
児
、縁
結
び
、殖
産

興
業
守
護
、開
運

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
8
0
0
年
以
上
、下
総

に
入
っ
た
源
頼
朝
が
、当
地
に
源
氏
の
旗
印

で
あ
る
白
旗
を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
伝
わ
る
。天
正
12
年
に
本
殿
再

建
の
記
録
が
あ
り
、現
在
の
本
殿
は
明
治
13

年
の
造
営
。勝
海
舟
揮
毫
の
社
額
や
、柴
田

是
真
画
連
句
額（
県
指
定
有
形
文
化
財
）が

あ
る
。

た
け
の
う
ち
の
す
く
ね

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

　葛
飾
八
幡
宮（
八
幡
4
の
2
の
1
）

祭
神
▼
誉
田
別
命
、息
長
帯
姫
命
、

玉
依
姫
命

ご
利
益
▼
家
運
隆
昌
、悪
病
災
難
除

け
、交
通
安
全
、縁
結
び
、子
宝
、安
産
、

子
育
て
守
護
、教
育
、成
功
勝
利

　
寛
平
年
間
、宇
多
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
建

立
。武
神
と
し
て
、源
頼
朝
、太
田
道
灌
、徳

川
家
康
な
ど
か
ら
崇
め
敬
わ
れ
、ま
た
、文

教
の
祖
神
、殖
産
興
業
、農
業
守
護
の
神
と

し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。境
内
の
イ
チ
ョ
ウ

は
樹
齢
1
2
0
0
年
以
上
の
巨
木
で
、国
の

天
然
記
念
物
。

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

　法
華
経
寺（
中
山
2
の
10
の
1
）

文
永
元
年
創
建

ご
利
益
▼
万
民
快
楽
、子
育
て
守
護
、

天
下
泰
平
、五
穀
豊
穣

　
鎌
倉
時
代
に
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
開
か

れ
、自
ら
が
彫
刻
開
眼
し
た
鬼
子
母
神
尊

像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。日
蓮
宗
五
大
本
山
の

一つ
と
い
わ
れ
る
名
高
い
寺
で
あ
り
、立
正
安

国
論
、法
華
堂
、四
足
門
、五
重
塔
、祖
師

堂
な
ど
計
８
件
も
の
国
宝
や
重
要
文
化
財

の
他
、多
数
の
文
化
財
が
あ
る
。

4

　泰
福
寺（
高
石
神
21
の
9
）

弘
安
2
年
創
建

　
天
台
宗
浅
草
寺
の
僧
で
あ
っ
た
日
寂
が
、

日
蓮
宗
に
改
宗
し
て
開
い
た
と
伝
え
ら
れ

る
。本
堂
手
前
の
左
側
に
、日
寂
の
た
め
に

法
華
経
寺
第
3
世
の
日
祐
上
人
が
自
ら
書

い
て
建
て
た
供
養
塔「
板
碑（
市
指
定
有
形

文
化
財
）」が
あ
る
。

8

　妙
好
寺（
妙
典
1
の
11
の
10
）

永
禄
8
年
創
建

　
戦
国
時
代
、千
葉
氏
一
族
の
篠
田
雅
楽

助
清
久
が
創
建
し
、中
山
法
華
経
寺
の
日

宣
上
人
を
迎
え
て
開
い
た
。木
造
切
妻
茅

葺
の
四
脚
門
で
、全
体
に
弁
柄
塗
が
施
さ

れ
て
い
る「
妙
好
寺
山
門（
市
指
定
有
形
文

化
財
）」が
、江
戸
中
期
の
特
色
を
示
し
て

い
る
。 

18

　国
分
寺（
国
分
3
の
20
の
1
）

天
平
13
年
創
建
の
下
総
国
分
寺
跡

　
政
治
や
社
会
の
不
安
を
取
り
除
こ
う
と

し
た
聖
武
天
皇
が
、「
国
分
寺
建
立
の
詔
」

を
発
し
た
こ
と
か
ら
建
立
さ
れ
た
宮
寺
で
、

僧
寺
と
尼
寺
が
あ
っ
た
。現
在
の
国
分
寺
の

境
内
は
僧
寺
の
中
心
に
あ
た
り
、金
堂
や

塔
、講
堂
の
跡
や
、当
時
の
礎
石
が
残
っ
て
い

る
。国
分
寺
の
本
尊
は
薬
師
如
来
。

15

　妙
応
寺（
本
行
徳
2
の
18
）

永
禄
2
年
創
建

日
忍
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
、境
内
に
は
七

福
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　法
伝
寺（
湊
7
の
1
）

天
文
22
年
創
建

　
観
竜
上
人
が
創
建
。法
然
上
人
が
開
い
た

浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺（
徳
川
家
の
菩
提

寺
）の
末
寺
で
、本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。

23
　善
照
寺（
湊
18
の
20
）

寛
永
2
年
創
建

　
覚
誉
潮
随
上
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
、本
尊

は
阿
彌
陀
如
来
。法
然
上
人
が
鏡
に
映
し

て
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
秘
仏
の
鑑
御
影

を
、年
に一
度
だ
け
１
月
17
日
に
公
開
。

24

13

　妙
覚
寺（
本
行
徳
15
の
20
）

天
正
14
年
創
建

　
日
通
上
人
が
開
い
た
。中
山
法
華
経
寺
の

末
寺
で
、本
尊
は
日
蓮
上
人
。房
総
で
唯
一

の
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
が
あ
る
。

22

　徳
願
寺（
本
行
徳
5
の
22
）　

慶
長
15
年
創
建

　
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
あ
る
勝
願
寺
の
末
寺

で
普
光
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、徳
川
家
康

が
信
仰
し
た
こ
と
か
ら
、徳
川
の
徳
と
勝
願

寺
の
願
を
と
っ
て
慶
長
15
年
に„
徳
願
寺
“

と
改
名
。鎌
倉
時
代
の
初
め
、北
条
政
子
が

仏
師
・
運
慶
に
彫
ら
せ
た
と
さ
れ
る
本
尊
の

阿
弥
陀
如
来
像
は
、政
子
の
念
持
仏
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
山
門
」「
鐘
楼
」「
経
蔵
」は

市
指
定
有
形
文
化
財
。
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　法
善
寺（
本
塩
1
の
25
）

慶
長
5
年
創
建

　
関
西
か
ら
行
徳
に
来
た
宗
玄
和
尚（
河

本
弥
左
衛
門
）が
開
い
た
。弥
左
衛
門
が
、

海
岸
や
荒
地
を
開
拓
し
て
塩
田
を
作
り
、

塩
焼
の
製
法
を
里
人
に
教
え
た
こ
と
か
ら
、

行
徳
塩
の
発
祥
地
と
し
て「
塩
場
寺（
し
ょ

ば
で
ら
）」と
も
呼
ば
れ
た
。本
堂
の
前
に

は
、寛
政
９
年
に
芭
蕉
の
百
回
忌
を
記
念

し
、行
徳
の
俳
人
・
戸
田
麦
丈
な
ど
が
建
て

た
句
碑
が
あ
る
。
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56

9 7

　毎年1月17日に境内で
行われる災難よけの風習。
わらで作った2ｍの大蛇
4体にお神酒を飲ませて
魂入れをし、町の四隅に
ある木に結びつけて悪霊
や悪疫の侵入を遮断。

▲笑ったりしゃべったりする
と、行司が「不敬者！」と一喝

　毎年１月20日に社務所で行われ、２人が盃を持って
にらみ合い、笑うと2人と
も別に用意された大盃の
酒を飲み干さなければな
らないことから「にらめっこ
おびしゃ」とも呼ばれる。
他に「餅ぶつけ」も行わ
れ、餅に当たると今年は良
いことがあり、風邪をひか
ないともいわれている。

東山魁夷記念館は
3日土から開くよ！
（5日㊊は休み）

動
植
物
園
と
自
然
博

物
館
の
お
正
月
休
み

は
2
日
㊎
ま
で
！

三
番
瀬
の
ノ
リ
漁
は

真
っ
盛
り
！

美
味
し
い
か
ら
食
べ
て
ね

急
病
診
療
所
は
三
が

日
も
受
診
で
き
る
よ
。

詳
し
く
は
６
面
で
。

御奉謝（市指定無形民俗文化財）

お
お
や
ま
く
い
の
か
み

毘沙門天
七難即僕・
戦勝の神

●
国
分
寺（
国
分
3
の
20
の
1
）

●
浄
光
寺（
大
野
町
3
の
1
9
1
7
）

恵比寿天
商売繁盛・家内安全・
農業・漁業の神

●
所
願
寺（
宮
久
保
4
の
12
の
3
）

弁財天
芸術・芸能・
音楽・水の神

●
奥
之
院（
若
宮
2
の
21
の
1
）

大黒天
商売繁盛・

福徳円満・田の神

●
本
将
寺（
大
野
町
2
の
9
1
9
の
1
）

福禄寿
幸福・財産・
長寿の神

●
妙
正
寺（
北
方
町
4
の
2
1
2
2
）

寿老人
健康・長寿・
平和の神

布袋尊
家族安泰・平和・
商売繁盛の神

●
安
養
寺（
高
谷
2
の
16
の
35
）

　正解者のなかから抽選で、30人
に“こういちくんバンダナ”、100人に
“こういちくん付箋”を差し上げます。
　応募方法　はがきに答えと広報
いちかわの感想、氏名・年齢・郵便
番号・住所・電話番号を書き、1月
15日（木）必着で広報担当「お年
玉クイズ」係へ。

☆寺社の歴史には
諸説ありますので、年
号などは特定するも
のではありません。

「“丑”と書かれた赤いたこ」
をあげている“こういちくん”
は、地図内の点線で区切っ
たA～Gのどこの区域にい
るでしょう。

国府台辻切り（市指定無形民俗文化財）

お　び　しゃ

うし
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広
報
い
ち
か
わ
案
内
役

こ
う
い
ち
く
ん

ふ　せん


